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平成１９年度漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査 

第１回地域検討会（石川県） 議事概要 
 
日時：平成 19年 9月 6日（木） 

9:30～12:00 
場所：コスモアイル羽咋 第 1研修室 

 
議 事 
開会（9:30） 
１．環境省あいさつ 
２．資料の確認 
３．検討員の紹介〔資料１〕 
４．座長選任 
５．議事 
①平成 19年度調査の全体計画(案)に関する説明〔資料 2〕 
②概況調査計画(案)に関する説明〔資料 3〕 
③クリーンアップ調査及びフォローアップ調査計画(案)に関する説明〔資料 4〕 
④その他の調査計画(案)に関する説明〔資料 5〕 
⑤全体を通じての質疑応答 

６．その他連絡事項 
閉会（12:00） 

 
配布資料 
資料 1 平成 19年度漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査地域検討会（石川県）検討

員名簿 
資料 2 平成 19年度調査の全体計画（案） 
資料 3 概況調査計画（案） 
資料 4 クリーンアップ調査及びフォローアップ調査計画（案） 
資料 5 その他の調査計画（案） 
 
参考資料１ 対策の方向性（目標設定）の検討 
参考資料２ クリーンアップ調査 共通調査作業手順書 

 

平成 19年度漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査
第 2回 地域検討会（石川県） (2007.11.29) 
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平成 19年度漂流・漂着ゴミに係る国内削減方策モデル調査地域検討会（石川県） 
第 1回地域検討会 出席者名簿 

（敬称略） 
検討員（五十音順、敬称略） 
池 田 幸 應 金沢星稜大学人間科学部 教授 
泉   敏 克 羽咋郡市広域圏事務組合リサイクルセンター 所長 
井 上 卓 造 石川県土木部羽咋土木事務所 所長 
浦 上 豊 成 クリーンビーチいしかわ事務局 事務局長 
川 井 康 子 羽咋生活学校 代表 
坂 本 幸 彦 石川県農林水産部 次長兼水産課長 
末 平 幸 司 羽咋市建設課 課長 
西   久 司 羽咋市環境安全課 課長 
西 川 孝 蔵 石川県環境部廃棄物対策課 課長 
山 嵜 一 雄 国土交通省北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所 

工務課 課長 
山 崎 正 幸 海上保安庁第九管区海上保安本部金沢海上保安部 

警備救難課 課長 
（代理 英 俊彦） 警備救難課 警備係長 

オブザーバー（所属機関名）  
石川県農林水産部水産課 川原 伸一郎 

環境省 地球環境局 
石 橋 和 隆 環境保全対策課 環境専門員 
草 刈 耕 一 環境省中部地方環境事務所廃棄物・リサイクル対策課 

廃棄物対策等調査官 
事務局：日本エヌ・ユー・エス(株) 
岸 本 幸 雄 取締役 環境コンサルティング部門長 
河 原 利 幸 環境コンサルティング部門 
内 藤 治 男 環境設計ユニット 
北 村 徹 生物科学ユニット 
高 橋 理 地球環境ユニット 
中 澤 和 子 地球環境ユニット 

 



 3 

 
議題１ 平成 19年度調査の全体計画について（資料-2） 
    質問・コメント等はなし。 
 
議題２ 概況調査計画について（資料-3） 

1) 4ページで、地域管理のうちリサイクルセンターごみ資源化施設の処理能力数値が誤りなので
訂正をお願いしたい。 

2) 羽咋郡市では、埋め立て容量が限られ、残容量がないので、できるだけ資源化している。海岸
ゴミも、燃やせるゴミは焼却、資源化できるものは資源化、対応ができないものは埋め立て処

分をしている。資料に記載されているような回収方法であれば受け入れ側としても十分に対応

できると考えている。 
 
議題３ クリーンアップ調査計画について（資料-4） 

1) 海岸で小型重機等の使用及び収集したゴミ等の運搬に原動機の付いた車両の利用を考えてい
る。特に、滝海岸沿いにある自転車専用道路から搬入できないか。 
→今まで、現地踏査等により確認・検討したところ、厳重に固定された車止めが設置されてお

り、重機等の搬入は困難であると考えられる。 
自転車専用道路を原動機付自転車、小型のバギーによる通行はできないか、再度警察等関係部

署と協議する。 
2) 来年 6～7月の調査が予定されているが、この時期には海水浴客を対象とした浜茶屋が開設さ

れ、開設前に海岸を清掃する。このため本調査と重なるので調整が必要と思われる。どこに相

談すれば良いか。 
→柴垣海岸の海水浴場は昨年から閉鎖されている。しかし、クリーンビーチ石川が主体となり

今年７月 15日に羽咋市の滝海岸、柴垣海岸、一の宮海岸、千里浜海岸の清掃活動が実施され
た。海岸清掃時期をクリーンビーチ石川、羽咋市環境安全課等に問い合わせ本調査と重ならな

いように対応する。 
3) 本調査の実施にあたり、近隣の町内会や漁協、サーファー、民宿などに連絡をして周知したほ
うが良いのではないか。 
→特に海水浴シーズンになると観光客が多くなる。調査を円滑に遂行するためにも近隣の宿泊

施設、町内会、サーフショップ等に調査の趣旨、概要を記した書面を配布して周知する。 
4) 調査実施前に、海岸の波などの情報を入手する必要がある。 
→天気予報により波の高さの情報を得る他、金沢港湾・空港整備事務所に海象情報の提供を依

頼する。 
5) 地域の団塊世代等の協力が、その地域の町づくりとして重要であると思う。 
6) 金沢市は収集したゴミを全て埋立てにしている（砂や塩分がついているため）が、羽咋市とし
ては埋立てには限界（5年）があるためできるだけリサイクル・焼却処理してほしい。 

7) クリーンビーチ石川は 7/15 に清掃を予定している。独自調査だけでも一緒にできないかとの
提案があった。 
→来年度のことに関しては今後調整をしていきたい。他の地域では協働しているところもある。 

8) 4番、5番の地域は養浜作業を行っているので、ゴミと一緒に砂を大量に回収されるのは困る。 
→付着した砂はできるだけ落とすようにする。 

 
議題４ その他の調査計画について（資料-5） 
    質問・コメント等はなし。 


